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　深谷市内には今も尚、レンガ造りの趣ある街並みが残っています。レンガというとレトロな建築物というイメージだけを持っていましたが、その特性から、環境
への優しさ（長寿命・リサイクル性・省エネ効果）に加えて、地域の歴史や文化を物語る象徴としての役割を果たす、重要な素材であるということを実感しました。
これから更に進化を遂げ、レンガが未来のエコな建築素材として活躍する時代が来るかもしれません。

昔からレンガは、強固で優秀な建築素材として認められていました。その歴史は長く、紀元前4000年頃には存在し
ており、日本には幕末から明治の時代に伝わったと言われています。近年では、環境にやさしい「エコ素材」として、
これからの地球環境と私たちの生活を守るために求められている建築資材でもあります。

レンガはエコ素材？

レ
ン
ガ
の
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徴

魅力溢れるエコ素材

レンガ特集
　40℃超えの猛暑や大型化する台風、暴風雨や地震など、自然災害が頻発

する現代に求められる家づくりとはどのようなものでしょうか。そこで私が

思い出したのが、おとぎ話の「3匹の子豚」です。狼にも吹き飛ばされない

レンガの家。本号では、今後起こりうる自然災害や地球温暖化にも対応で

きるなど、その魅力が見直されている「レンガ」に注目してみましょう。

一度は生産が途絶えた深谷レンガですが、現在は復活を目指した活動も行われています。その中心にいるのが、埼玉
県伝統工芸士で鬼瓦職人の塚越久義さんです。塚越さんは「鬼義（おによし）」の屋号を掲げ、鬼瓦の製造･販売を行っ
ていますが、同時に深谷の土の特性を活かした製品開発や一般の方向けにレンガ作り体験の場を提供するなど、深谷
レンガの再生にも力を入れています。今回は、旧中山道沿いの七ツ梅酒造跡にある、塚越さんの工房に伺ってきました。

復活にかけた挑戦

かつて深谷市には、渋沢栄一が設立に関わった日本初の機械式レン
ガ工場「日本煉瓦製造㈱」があり、連続焼成が可能な「ホフマン輪窯」
と呼ばれる窯の導入と、利根川に堆積した粘土を活用することで、高

品質のレンガを大量生産していました。深谷レンガは、日本銀行･迎賓館赤坂離宮・東京大学など、明治以降の日本の代表
的な近代建築に数多く使用されており、東京駅には約800万個もの深谷レンガが使われたと言われています。しかし時代の
流れとともに、建材の主流がコンクリートに移行するなどレンガ需要が減退し、2006年に日本煉瓦製造㈱は約120年の歴
史に幕を下ろしました。

レンガの街 深谷

粘土や頁岩（粘土の堆積
岩）、泥などの自然素材
を原料としているため、
砕くと土に還すことがで
きます。

●土に還る
建物の外壁にレンガ
を使用することで、夏
は涼しく冬は暖かい快
適な環境を保つこと
ができるため、光熱
費を抑え、省エネ効
果を得られます。

●優れた断熱性･蓄熱性
外壁に使用した場合で
も、メンテナンスフリー
で、寿命は100年以上と
言われています。また、
年月が経つほどに風合い
が増して美しくなり、建
築物の価値が高まります。

●耐久性がある

▲深谷レンガでクリーンテックサーマルの表札を
　作っていただきました（製作：鬼義）

Q.　深谷レンガを復活させたいと思ったきっかけは何ですか？

A.　2014年にレンガ造りの建物で有名な「富岡製糸場」が世界遺産に登録されたという出来事は、大きなきっ
かけでした。製糸場建設において、レンガ製造や建築資材を一手に担っていたのが、韮塚直次郎（にらづ

か･なおじろう）でした。もともと直次郎は、地元深谷市の明戸で瓦製造にあたっており、当時の日本に

はまだ存在しなかったレンガの歴史を築き上げた人物です。深谷にはそんな偉人がいたにも関わらず、深

谷レンガの存在が忘れ去られつつある…これはどうにかしなければという思いで活動を始めました。

Q.　レンガ造りの難しさはどんな所ですか？

A.　初めの2年間はレンガを焼いている最中に破裂したりヒビが入ってしまい、1個も綺麗に完成させることが
できませんでした。そんな時レンガ製造に詳しい方から、「粘土に砂をブレンドした方が良い」というアド

バイスをもらい試行錯誤を繰り返した結果、ようやく思い通りに作れるようになりました。

Q.　今後の夢や目標はありますか？

A.　深谷レンガの知名度を、もっと高めていきたいです。材料となる粘土の量が限られているため、製品を大
量生産して販売したりはできません。ですが、現在も行っている体験教室を継続的に開催することで、深

谷レンガを知っていただけるきっかけに繋がればいいなと思っています。

▲サークル活動でもレンガ造り体験をしました

▲レンガ造りの建物が並ぶ七ツ梅酒造跡

塚越さんにインタビュー
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●　●　●　● 社員紹介

この印刷物は、古紙配合率70％再生紙及び
「植物油インキ」を使用して印刷したものです。

深谷クリーンサイト　埼玉県深谷市折之口1985番地
　　　　　　　　　 TEL 048-572-3445  FAX 048-572-3446

管理部　深谷総務グループ
　　　　　　　　　 TEL ０４８-５５１-７５８８  FAX 048-551-7589

埼 玉 営 業 所　埼玉県桶川市泉2-19-50
　　　　　　　　　 TEL 048-780-2435  FAX 048-780-2835

お問い合わせ（搬入予約・マニフェスト含む）…

営業部へのお問い合わせ………………………

一般見学のお問い合わせ………………………
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松本 拓海

　焼却施設を正常に稼働させるため

の、メンテナンス業務を中心に行って

います。未経験からのスタートではあ

りますが、丁寧に指導してくださる先

輩方に囲まれ、入社して半年、少しずつ成長

を実感しています。今後もトラブルの芽を摘

むことで、設備の円滑な運転をサポートし、

活躍できるよう努力していきたいです。

物流管理部
ＥＬＧ

（構外物流グループ）

オペレーション部
ＰＳＧ

（プラントサポートグループ）

太田　萌
おお　　 た　　　　　  もえ

まつ     もと　　　 たく       み

　今年の3月に入社しました。配車やマ

ニフェストの管理を行う部署で、事務

職に就いています。平日は仕事に専念

していますが、休日は趣味のドライブを楽しんでおり、充実した日々

を送っています。これから暑くなるので、海や川などの水辺スポット

を目指してドライブするのがとても楽しみです。

年齢不問です。どなたでもご参加いただけます。未就学～小学校低学年のお
子さんの参加も大歓迎です。屋内でのご案内となりますので暑さ対策は不要
です。ご家族での参加、お友達との参加、お待ちしております。
詳しくは、お問い合わせください。
※1グループにつき大人1名の同伴をお願いいたします。

“廃棄物の会社の見学”に来てみませんか？

◎ 産業廃棄物について
◎ 施設見学(屋内)
◎ 藍のたたき染め体験

内容
(予定)

日程 ： 夏休み期間 平日（土日祝・お盆除く）
時間 ： 10:00～11:30（予定）
<お問合わせ（9：00～17：30）> 048-551-7588【見学受付係】

□ 産業廃棄物ってなに？
□ 廃棄物処分場ってどんなところ？
✓
✓

 ’25 ちびっ子見学会
今年もやります！

ダイオキシン類の基準値は『ダイオキシン類対策特別措置法』の排出基準値です。CO濃度の基準値は『廃棄
物の処理及び清掃に関する法律』『埼玉県生活環境保全条例・施行規則』の値です。

周辺環境への影響把握のため、ダイオキシン類・CO濃度、ばい煙の排ガス
測定、及び騒音・振動の測定をおこなった結果を公開いたします。騒音・
振動は月1回以上、JISに定められた方法で自主測定をおこないます。

令和6年 2月21日（A系列）
令和7年 1月24日（B系列）
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SOxの基準値はＫ値（地域ごとの規制値）を掲載しています。NOxの基準値は『埼玉県指導基準』の180ppm
です。塩化水素の基準値は『埼玉県指導基準』の２００mg/㎥Ｎです。

令和7年 2月25日（A系列）
令和7年 1月24日（B系列）
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騒音の基準値は『騒音規制法』の工業地域（区域区分：4種）基準値です。振動の基準値は『振動規制法』の工
業地域（区域区分：2種）基準値です。測定値は工場敷地境界線4ヶ所の平均値を掲載しています。

令和7年 4 月20日
令和7年 5 月20日
令和7年 6 月20日
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　5月20日に、クリーンテックグルー
プ 永年勤続表彰式が執り行われまし
た。4月1日時点で勤続20年、10
年になった社員を対象として、会長・
社長から表彰状と記念品が贈呈され
ました。設立から23年が経ち、該当
者数も増えてきておりますが慢心す
ることなく、今後も社員一同力を合
わせて参ります。

七夕
飾り

今年も飾りつけをしました。
5色の短冊に社員のご家族の願いを
込めました。 
みんなの願いが叶いますように。


